






















研究目的

  埼玉県の産婦人科疾患に関する三次救急救命施設として取り扱った母体死亡症例および

産科救急症例を調査し、分娩時異常出血と産科的肺塞栓の重要性と指摘し、その病態に基

づく予防対策を提言してきた。そこで、本年度は頻度が多く、増加傾向が予測される MRSA

による産褥熱と Sepsis につき、予防対策の一環として三次救急施設におけるコンサルタ

ントクライテリアを作成する。


